
 

DPP基を導入した熱変換型ベンゾポルフィリンを用いた 

有機薄膜太陽電池の作製 

Organic photovoltaic cells using thermally convertible tetrabenzoporphyrins 

bearing diketopyrrolopyrrole units 
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はじめに：前回我々は、テトラベンゾポルフィリン前駆体

(CP) [1]に、TIPS基を導入した化合物 TIPS-CP、及びそれ

を用いた熱変換型 BHJ 太陽電池について報告した[2]。今

回、DPP 骨格を有した DPP-BP の可溶性前駆体

DPP-DiMe-CP を新たに合成し、BHJ太陽電池素子への応

用を行ったので報告する (Fig. 1)。 

実験：ITO/PEDOT 基板上に DPP-DiMe-CP: PC61BMの混

合溶液をスピンコートで成膜し、その後、加熱すること

で DPP-BP:PC61BMへと変換した。次に、真空蒸着法によ

り Ca および Al 電極を蒸着し、熱変換型 BHJ 太陽電池素子を作製した。封止した後、疑似

太陽光照射下(AM1.5G, 100 mW/cm2)における J-V曲線と EQEスペクトルを測定した。 

結果と考察：DPP-BP 単膜の UV-Vis吸収スペクトル

を測定した結果、無置換 BP に比べてはるかに広が

っ た吸 収帯 を観 測し た  (Fig. 2) 。 また、

DPP-BP:PC61BM を用いた BHJ 太陽電池の測定を行

った結果、高い短絡光電流 JSC = 12.9 mA/cm
2と開放

端電圧 VOC = 0.69 V が観測され、PCE = 3.86 %を示

した。この結果は、DPP 骨格による吸収波長の拡大

とジメチルビシクロ前駆体の良好な成膜性により

薄膜構造が改善され、短絡光電流が大きく向上した

ためである。当日は微細な薄膜構造や塗布積層構造

による太陽電池性能の結果について報告する。 
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Fig. 1 Thermal conversion of DPP-DiMe-CP 

to DPP-BP. 

Fig. 2 UV-Vis absorption spectra of BP and 

DPP-BP films. 

300 400 500 600 700 800 900

 BP

 DPP-BP

Wavelength [nm]

 

 

A
b

s
o

rp
ti
o

n
 [

a
.u

.]

第 75 回応用物理学会秋季学術講演会　講演予稿集（2014 秋　北海道大学）

Ⓒ 2014 年　応用物理学会

18a-A1-7

12-354


